
2024 年度 第 3 回 兵庫県ユース審判トレセン 報告 

日 時 2025年 2月 22日（日）10：30～19：45 

場 所 エストパーク 

参加者 田中 裕隆(３級)、宇崎僚(３級)、井上 礼都(３級)、横田 流夢(３級) 

スタッフ 松本 実 

インストラクター 大塚晴弘 

内 容 講義、試合実践、試合分析、 

報 告 

 

２０２４年度第２２回兵庫県クラブユースサッカーリーグを利用し、兵庫県審判委員会主催の 

ユーストレセンを開催しました。 

集まってくれたのは 4名。今回は実際に主審を１人１試合担当する事で、緊張感のある中集まって頂

き、初めて会うメンバーもいたので自己紹介から始まり、大塚氏より試合前の準備として、 

日頃からできる準備・割当てが決まってからの準備・現地に到着してからの準備と順番に講義をして頂

きました。会場に行くアクセスは事故等考慮して複数考えておく事や、フィールドチェックは２０項目

程度ある等、普段余り意識していない事をシンプルにショートにクリアーに説明して頂きました。 

 

その後に、全員でフィールドチェックしそれぞれの試合の準備に入りました。 

１試合目 センアーノ対エストレラ姫路 主審井上礼都 ＩＮＳ大塚晴弘 

２試合目 Ｌｕｚ０１対ＢＡＳＡＲＡ  主審宇崎僚  ＩＮＳ松本実 

３試合目 センアーノ対ＢＡＳＡＲＡ  主審横田流夢 ＩＮＳ大塚晴弘 

４試合目 エストレラ姫路対Ｌｕｚ０１ 主審田中裕隆 ＩＮＳ松本実 

  
試合後はそれぞれのＩＮＳより個別に、試合についてフィードバックを行いました 

 



  

自分の思い通りに行かず、悔しさをにじませるユース審判員もいましたが、試合は全て無事に終結させ

た事は大変良かったと感じました。出来なかった事が多く、悔しさもあったと思いますが 

今は出来ない事の方が多く、これから経験を積んでいき失敗を 1つ 1つ減らしていく努力の大切さを 

伝えました。 

 

＜まとめ＞ 

ＰＫも２試合ありスケジュールがすべて終了したのが１９時３０分を回り長丁場の日程になってしまい

ました。雪が降る中、最後までユース審判員たちは真剣に取り組んでおり、他の人の審判も観戦し、お

互いでコミニュケーションを取りながら切磋琢磨している様子は大変素晴らしかったです 

最後の振り返りでは、大塚氏より試合を担当する責任を持ち、失敗する事よりチャレンジする事の大切

さについて、経験を基に話をして頂きました。 

今後もこのような活動が長く、そして１人でも多くのユース審判員に経験出来ればと考えています。 

 



 

 


